
2024/9/29

1

自主課題としてのPraxis活用法
～やりっぱなしで終わらせない～

大阪星光学院教諭篠木琢良

Praxisセミナー 2024@Z会
September 29, 14:00-16:00 

Abstract
背景
・⾧文問題集の課題を与えると「答え丸写し」「解答を赤で
書くだけ」になりがち…。
・入試に向け「自律的学習者」へしていく。（現高１生）

「レポート課題」という形式
冊子に解いて、丸付けで終了ではなく、解答解説で勉強した
ことを言語化するタスクを与える。

課題を成立させるための「文脈」作り
①「辞書の引き方」
②「構造分析作業に慣れさせること」
③「文法書の使い方」 を意識して事前に訓練していた。
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課題の課し方

①冊子に直接解答、丸付け
②単語調べ。
③初読時に理解に自信がない英文を、解説を読んでまとめる。

→②、③を「レポート」と言っています。
→②、③を1枚ずつ提出としているが、③は多めに書けば加点。

（④任意ボーナス課題でサポートノート。①②③の提出後に。）

①冊子に直接解答、丸付け

1. 問題冊子本体に直接書き込ませる。
2. 自分で丸付けをさせる。

特に意識せず「課題」として取り組ませている。
➩もし何かアドバイスがあれば助かります。
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②単語調べ
英文中の未知語を辞書でまとめさせる。
指示内容:
❶品詞
自動詞他動詞の区別
加算名詞、不可算名詞の区別

も含む。

❷用例
動詞は例文必須
名詞もフレーズ単位で用例

②単語調べの目的
「辞書のどこに何が載っているか」を
知ってもらう。
〈辞書の姿〉を実感してもらう

・品詞や用例を書かせる
➩必要な情報がどこ載っているかを

見つける能力が養われる。
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②’単語調べの文脈
・「物書堂」を使用

・中３の授業時:
授業では辞書を黒板に投影
➩「訳語以外に目を向ける」
ことに意識を向けさせた。

・中３時の予習:
同様の形式で単語調べの課題
➩提出された課題から良い例、
悪い例を授業で取り上げた。

こちらのフィードバックを行った

②’「単語調べ」の文脈
結果
・辞書を引くのにためらいがない生徒が多くなった。
・質問の際に、〈辞書を根拠〉とする生徒が増えた。

（取り組み自体よりも、アプリ辞書の効果が大きいかも）
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③解説をまとめる
指示内容:
・初読時に理解に自信がない英文について、

解答・解説からまとめる。
・〈設問の解説〉と〈英文解説と全訳〉の箇所を提示し、

まとめ方の提示。それ以外の指示はなし。
・〈多様なまとめ方〉を期待して、指示は緩め

結果➩様々なレポートが出てきた。
〈補足〉
・大学受験に向けて〈自学する際の型〉になるようなデザインに。

❶設問の解答解説をまとめる
〈まとめる〉＝〈解答解説を写す〉
となっている例
➩当初の想定したレポートの形式

③レポートの型



2024/9/29

6

❶設問の解答解説をまとめる
〈プラクシス〉は設問の解説が

〈表現の羅列〉ではない。
➩読み手の目線での説明。

解説をまとめる＝英文の意味を処理
➩やりっぱなしを回避に?

③レポートの型

③レポートの型
❷ 構造分析図型

中3時の取り組みが有効に働く
例➀設問の解説をまとめたもの
例➁〈英文解説と全訳〉をまとめたもの

があった。

・この型のレポートが最多
→Praxisの〈英文解説と全訳〉の
構造分析は必要なところのみの
記述なので生徒にとってまとめ
やすいのがよかった。

例①

例②
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③解説をまとめる
例①

例②

③解説をまとめる
❸ 文法書まとめ
→こちらも中3時の取り組み(後
述)に起因。
・本文の文法項目を文法書 (総合
英語の参考書)で調べてまとめて
きた。
→テキストが〈文法項目〉をテーマ
にしているので、まとめやすかった
のでは?
・文法書(総合英語の参考書)を自
分で引くのは大事!
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③’「解説をまとめる」の文脈
中3時の取り組み その１
・構造分析に慣れさせた

→授業で扱う⾧文の予習として全文の構造分析(SVOC、句や節をカッ
コでくくる）をさせていた。
→英文を階層的に読む習慣作りが目的で「正確性は気にしなくていい」
という指示で実施。
→授業時に構造分析はできるだけ詳しく実施。

結果
・プラクシスぐらい解説が詳しい本の構造分析図は読める生徒が多い。
・難しいものはともかくthink [that SV]. 等の定番の階層構造は外さな
いようになった。

③’「解説をまとめる」の文脈
中3時の取り組み その２
・文法書の使い方を練習した。
授業時に「これはどこを引いたら載っていると思う?」という発問を繰
り返した。
→索引が便利なことは強調。
→前述のような辞書指導とセット
⇒文法書の適切な箇所を自分で参照できるようになるためには、不明な箇
所の品詞（分詞等の準動詞の識別も含む）がわからなければならない。
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③’「解説をまとめる」の文脈
中3時の取り組み その２
・文法書を開かせるシステム作り（中３時の課題）
解説した英文から1項目だけ選ばせ、文法書を調べてまとめさせる。

→授業で登場した時にみんなで開けるだけでは、使い方を体得する
には不十分だと考えた。

→適切な箇所を自分で開ければ、受験勉強の中で有用性に気付ける。
→高１段階で「文法書が役立つから」という理由だけで積極的に文法書
を弾ける生徒は稀だと感じるため、課題化して練習を積ませる。

その他 課題におけるボーナス点の活用①

・レポートは最低「単語まとめ1枚＋解説まとめ1枚」だが、枚数が
多ければ加点している。

→多めに書いてくる子は約半分。

・サポートノートは出したらボーナス点。
→課題として課すと、丸写ししてしまうと考えた。
→ドリル系は適宜インセンティブを与えた方が前向きに取り組みそう。

（現在の別の課題で）
→レポート内で文法書を引用していればボーナス加点。
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その他 課題におけるボーナス点の活用②

・その学期のボーナス加点課題をすべて提出した場合、
ALL-STAR賞としてさらに加点。

→学年の3分の１がALL-STAR賞受賞しました。（笑）

補足 その他課題が成立した背景

・中学１，2年時には「課題」＜「小テスト」。
→追試にひっかからないことが彼らの関心事。
→高校に向けて中３は自律させていかなければ…

・理科の実験レポートを中学の時からたくさん課されていた。
→まとめる、考察するということには慣れている。

・中3時⾧文の単語調べで、想定よりも良いものが多かった。
→成果物を作り上げることに向いている生徒が多そう。
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補足 生徒に“攻略”されたレポート

・「まとめがいのある英文」とその関連文法事項をピックアップし
て配布する生徒が現れました。

→狙いの１つである「自律的な作業」がピンポイントで破綻…

・という自律的、メタ思考生徒が生徒が数人います。（笑）

・今後は今回の様々なレポートをモデルに絞った課題をデザインし
ていきます。

まとめ
背景と課題
・⾧文問題集の課題 「答え丸写し」or「解答を赤で書くだ
け」になりがちだった。
・大学入試に向けて〈自律的学習者〉になってほしい。

「レポート課題」という形式
➩解答解説で勉強したことを言語化するタスクとなった。

課題を成立させるための「文脈」作り
①「辞書の引き方」
②「構造分析作業に慣れさせること」
③「文法書の使い方」 を意識して事前に訓練していた。

〈結果〉自分で調べたりまとめたりするようになった。


